


























































山田健史
ya m a d a  t a k e s h i

専門
循環器内科、内科

1997年日本大学医学部を卒業、2003年同大学院を修了後、
大学病院、相模原協同病院などで心不全、虚血性心疾患、
不整脈などの症例を数多く担当。心臓カテーテル検査（約
100～ 500例／年）、心臓電気生理学的検査（約50～150
例／年）、ペースメーカー移植術（約50～80例／年）なども
多数経験。臨床研究を学会（シンポジウム、国際学会含む）
にて発表、論文を作成。
小豆畑病院では不整脈・虚血性心疾患・心不全などの循環
器疾患、慢性閉塞性肺疾患、気管支喘息などの呼吸器疾
患、糖尿病・高血圧・脂質異常症・メタボリックシンドローム
などの疾患、生活習慣病の診療を担当する。

青燈会小豆畑病院は、1980年の設立以来「医療は人な

り」をモットーに一貫して質の高い人材・体制で地域の医

療に貢献してまいりました。

豊富な実績を誇る「専門医」「指導医」を中心とした高

度な診療体制は、多くの皆様から厚い信頼と高いご評

価をいただいております。消化器外科、脳神経外科、循

環器科など各科の指導的立場にある「専門医のなかの

専門医」が常に最新の知見を取り入れ、質の高い診療を

提供しています。

医療は人なり、を
これからも。

小豆畑病院の専門医
小豆畑丈夫 azuhata takeo  -------------外科、消化器外科、消化器内科、
 ピロリ菌除菌、プライマリーケア、

 救急科、がん治療

丹正勝久 tanjo katsuhisa  ----------------外科、消化器外科、救急科、
 がん治療

杉田京一 sugita kyoichi  ------------------脳神経外科

山田健史 yamada takeshi ----------------循環器内科

富田凉一 tomita ryoichi  ------------------外科、消化器外科、がん治療

柴田昌彦 shibata masahiko  --------------外科、がん治療

櫻井淳 sakurai atsushi  ---------------------救急科、麻酔科、集中治療科

河野大輔 kawano daisuke  ---------------救急科、プライマリーケア

小野間優介 onoma yusuke -------------総合診療科

中村和裕 nakamura kazuhiro  -----------救急科

整形外科、泌尿器科の医師（共に非常勤）も専門医です。

シ
リ
ー
ズ 

専
門
医
に
聞
く

生
活
習
慣
の
改
善
は
、

通
院
し
な
が
ら
行
う
の
が

お
す
す
め
で
す
。

―
―
― 

患
者
数
が
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
生
活
習

慣
病
。
そ
の
代
表
で
あ
る
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
な
ど

は
、
二
つ
以
上
を
併
発
し
て
い
る
患
者
さ
ん
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
他
の
深
刻
な
病
気
の
入
口
に
な
る
こ
と
も
生
活
習
慣

病
の
恐
ろ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　今回
は
循
環
器
病
の
治
療
が
ご
専
門
の
山
田
健
史
先
生
に
、

「
心
臓
や
脳
な
ど
の
重
篤
な
病
気
に
つ
な
が
っ
て
い
く
生
活
習
慣

病
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
予
防
法
、
治
療
法
に
関
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

医療は人なり

青燈会 小豆畑病院
S e i t o k a i  A z u h a t a  H o s p i t a l

診療科目　内科／外科／整形外科／泌尿器科／皮膚科
循環器内科／消化器内科／消化器外科／脳神経外科／肛門外科
リハビリテーション科／放射線科／訪問診療科／救急・総合診療科

TEL 029-295-2611
FAX 029-295-5022
〒 310-0105 茨城県那珂市菅谷 605
http://www.azuhata-hosp.com/

善
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
病
状
の
悪
化
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は

不
可
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、
治
療
を
受

け
な
が
ら
病
気
と
共
生
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

―
―
―
病
気
と
の
共
生
で
す
か
。

山
田

　
え
え
。
で
す
か
ら
当
然
、
長
期
戦
に
な
り
ま
す
。
長
期

戦
を
闘
っ
て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
、
や
は
り
医
師
や
医
療
機

関
と
の
連
携
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
ね
。
理
想
は
、
生
活
習
慣
病

予
備
軍
の
う
ち
に
信
頼
で
き
る「
か
か
り
つ
け
医
」
を
見
つ

け
て
お
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

―
―
―
か
か
り
つ
け
医
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
は
あ
り
ま
す
か
？

山
田

　
長
期
間
の
お
付
き
合
い
に
な
る
の
で
、
自
分
に
と
っ

て
話
し
や
す
い
先
生
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
生

活
習
慣
病
の
合
併
症
は
脳
や
心
臓
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
て
、
命
に
か
か
わ
る
事
態
を
招
き
か
ね
な
い
重
篤
な
病
気

が
多
い
の
で
、
治
療
に
は
専
門
的
な
知
識
や
技
術
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、
専
門
医
を
紹
介
し
て
く
れ
る
医

師
や
病
院
を
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
選
ん
で
お
く
と
、
万
一

の
と
き
も
安
心
で
し
ょ
う
。
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生
活
習
慣
病
と

合
併
症

山
田
健
史
先
生
（
循
環
器
内
科
・
内
科
）

　　 専門医・指導医とは？

　　 各診療科目で専門研修を受

け、患者さまに信頼される標準的な

医療を提供できると認められた医

師を「専門医」と呼びます。先端医

療に関する知識を有し、その適切

な情報提供が行えることも専門医

に求められる能力の一つです。ま

た、各学会において専門医を指導

する立場にあると認められた医師

を一般に「指導医」と呼びます。青

燈会小豆畑病院は専門医、指導医

を中心とした診療体制の構築に積

極的に取り組んでいます。

専門性に関する資格
循環器専門医（日本循環器学会認定）
認定内科医（日本内科学会認定）

Tulipa gesneriana

Pierre-Joseph Redoute

インタビューの完全版は
ＷＥＢで公開しています

www.azuhata-doctor.com
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山田健史
ya m a d a  t a k e s h i

専門
循環器内科、内科

1997年日本大学医学部を卒業、2003年同大学院を修了後、
大学病院、相模原協同病院などで心不全、虚血性心疾患、
不整脈などの症例を数多く担当。心臓カテーテル検査（約
100～ 500例／年）、心臓電気生理学的検査（約50～150
例／年）、ペースメーカー移植術（約50～80例／年）なども
多数経験。臨床研究を学会（シンポジウム、国際学会含む）
にて発表、論文を作成。
小豆畑病院では不整脈・虚血性心疾患・心不全などの循環
器疾患、慢性閉塞性肺疾患、気管支喘息などの呼吸器疾
患、糖尿病・高血圧・脂質異常症・メタボリックシンドローム
などの疾患、生活習慣病の診療を担当する。

青燈会小豆畑病院は、1980年の設立以来「医療は人な

り」をモットーに一貫して質の高い人材・体制で地域の医

療に貢献してまいりました。

豊富な実績を誇る「専門医」「指導医」を中心とした高

度な診療体制は、多くの皆様から厚い信頼と高いご評

価をいただいております。消化器外科、脳神経外科、循

環器科など各科の指導的立場にある「専門医のなかの

専門医」が常に最新の知見を取り入れ、質の高い診療を

提供しています。

医療は人なり、を
これからも。

小豆畑病院の専門医
小豆畑丈夫 azuhata takeo  -------------外科、消化器外科、消化器内科、
 ピロリ菌除菌、プライマリーケア、

 救急科、がん治療

丹正勝久 tanjo katsuhisa  ----------------外科、消化器外科、救急科、
 がん治療

杉田京一 sugita kyoichi  ------------------脳神経外科

山田健史 yamada takeshi ----------------循環器内科

富田凉一 tomita ryoichi  ------------------外科、消化器外科、がん治療

柴田昌彦 shibata masahiko  --------------外科、がん治療

櫻井淳 sakurai atsushi  ---------------------救急科、麻酔科、集中治療科

河野大輔 kawano daisuke  ---------------救急科、プライマリーケア

小野間優介 onoma yusuke -------------総合診療科

中村和裕 nakamura kazuhiro  -----------救急科

整形外科、泌尿器科の医師（共に非常勤）も専門医です。
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医療は人なり

青燈会 小豆畑病院
S e i t o k a i  A z u h a t a  H o s p i t a l

診療科目　内科／外科／整形外科／泌尿器科／皮膚科
循環器内科／消化器内科／消化器外科／脳神経外科／肛門外科
リハビリテーション科／放射線科／訪問診療科／救急・総合診療科

TEL 029-295-2611
FAX 029-295-5022
〒 310-0105 茨城県那珂市菅谷 605
http://www.azuhata-hosp.com/

善
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
病
状
の
悪
化
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は

不
可
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、
治
療
を
受

け
な
が
ら
病
気
と
共
生
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

―
―
―
病
気
と
の
共
生
で
す
か
。

山
田

　
え
え
。
で
す
か
ら
当
然
、
長
期
戦
に
な
り
ま
す
。
長
期

戦
を
闘
っ
て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
、
や
は
り
医
師
や
医
療
機

関
と
の
連
携
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
ね
。
理
想
は
、
生
活
習
慣
病

予
備
軍
の
う
ち
に
信
頼
で
き
る「
か
か
り
つ
け
医
」
を
見
つ

け
て
お
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

―
―
―
か
か
り
つ
け
医
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
は
あ
り
ま
す
か
？

山
田

　
長
期
間
の
お
付
き
合
い
に
な
る
の
で
、
自
分
に
と
っ

て
話
し
や
す
い
先
生
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
生

活
習
慣
病
の
合
併
症
は
脳
や
心
臓
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
て
、
命
に
か
か
わ
る
事
態
を
招
き
か
ね
な
い
重
篤
な
病
気

が
多
い
の
で
、
治
療
に
は
専
門
的
な
知
識
や
技
術
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、
専
門
医
を
紹
介
し
て
く
れ
る
医

師
や
病
院
を
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
選
ん
で
お
く
と
、
万
一

の
と
き
も
安
心
で
し
ょ
う
。

03
生
活
習
慣
病
と

合
併
症

山
田
健
史
先
生
（
循
環
器
内
科
・
内
科
）

　　 専門医・指導医とは？

　　 各診療科目で専門研修を受

け、患者さまに信頼される標準的な

医療を提供できると認められた医

師を「専門医」と呼びます。先端医

療に関する知識を有し、その適切

な情報提供が行えることも専門医

に求められる能力の一つです。ま

た、各学会において専門医を指導

する立場にあると認められた医師

を一般に「指導医」と呼びます。青

燈会小豆畑病院は専門医、指導医

を中心とした診療体制の構築に積

極的に取り組んでいます。

専門性に関する資格
循環器専門医（日本循環器学会認定）
認定内科医（日本内科学会認定）

Tulipa gesneriana
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www.azuhata-doctor.com

シリーズ 専門医に聞く

那珂警察署
なか健康センター GS

マルトSC那珂店

カワチ

宮の池公園

自動車学校

上
菅
谷
駅

杉原

至
常
陸
太
田

水
郡
線 349

31

ひばりヶ丘

小豆畑病院

至
常
陸
太
田

常
磐
自
動
車
道



柴田昌彦
s h i b a t a  m a s a h i k o

専門
消化器がんの化学療法・免疫療法、外科

1981年日本大学医学部を卒業、85年同大学院を修了後、
30年以上にわたり一般外科および消化器がんの診療にた
ずさわる。日本大学第一外科および留学先の米国において
さまざまな手術をはじめとするがん治療とその研究に従事。
阿伎留医療センター消化器病センター長、福島県立医科大
学腫瘍生体治療学講座教授、埼玉医科大学国際医療セン
ター消化器腫瘍科教授などを歴任。2017年４月からは再
び福島県立医科大学において胃がん、大腸がんを主体とす
る消化器がんの抗がん剤治療やがん免疫療法の実務、研
究、開発に取り組む。
がん以外にも一般・消化器外科の診療を専門とする。

青燈会小豆畑病院は、1980年の設立以来「医療は人な

り」をモットーに一貫して質の高い人材・体制で地域の医

療に貢献してまいりました。

豊富な実績を誇る「専門医」「指導医」を中心とした高

度な診療体制は、多くの皆様から厚い信頼と高いご評

価をいただいております。消化器外科、脳神経外科、循

環器科など各科の指導的立場にある「専門医のなかの

専門医」が常に最新の知見を取り入れ、質の高い診療を

提供しています。

医療は人なり、を
これからも。

小豆畑病院の専門医
小豆畑丈夫 azuhata takeo  -------------外科、消化器外科、消化器内科、
 ピロリ菌除菌、プライマリーケア、

 救急科、がん治療

丹正勝久 tanjo katsuhisa  ----------------外科、消化器外科、救急科、
 がん治療

杉田京一 sugita kyoichi  ------------------脳神経外科

山田健史 yamada takeshi ----------------循環器科

富田凉一 tomita ryoichi  ------------------外科、消化器外科、がん治療

柴田昌彦 shibata masahiko  --------------外科、がん治療

櫻井淳 sakurai atsushi  ---------------------救急科、麻酔科、集中治療科

河野大輔 kawano daisuke  ---------------救急科、プライマリーケア

小野間優介 onoma yusuke -------------総合診療科

中村和裕 nakamura kazuhiro  -----------救急科

整形外科、泌尿器科の医師（共に非常勤）も専門医取得医です。

シ
リ
ー
ズ 

専
門
医
に
聞
く

い
ち
ば
ん
の
望
み
は
、

化
学
療
法
で
延
び
た
寿
命
を

有
効
に
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

―
―
― 

が
ん
の
治
療
法
に
は
主
に
、
手
術
（
外
科
治
療
）、
化
学

療
法
（
抗
が
ん
剤
治
療
）、
放
射
線
治
療
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。

な
か
で
も
化
学
療
法
は
、
近
年
の
目
覚
し
い
進
歩
に
よ
り
、
手
術

後
の
再
発
を
抑
制
し
た
り
、
が
ん
の
進
行
を
遅
ら
せ
た
り
す
る
効

果
が
飛
躍
的
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
が
ん
の
化
学
療
法
、
免
疫
療
法
に
詳
し
い
柴
田
昌
彦
先

生
に
、
が
ん
患
者
の
増
加
に
と
も
な
う
社
会
状
況
の
変
化
、
ま

た
、
化
学
療
法
と
免
疫
療
法
の
現
状
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い

ま
し
た
。

専門医ステーション

青燈会 小豆畑病院
S e i t o k a i  A z u h a t a  H o s p i t a l

診療科目　内科／外科／整形外科／泌尿器科／皮膚科
循環器科／消化器内科／消化器外科／脳神経外科／肛門科
リハビリテーション科／放射線科／訪問診療科／救急・総合診療科

TEL 029-295-2611
FAX 029-295-5022
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医
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
免

疫
力
を
高
め
る
」と
謳
わ
れ
た
栄
養
食
品
が
販
売
さ
れ
る
な

ど
民
間
療
法
的
な
免
疫
療
法
が
多
数
出
回
っ
て
い
る
た
め
、

免
疫
療
法
に
つ
い
て
は
一
般
の
人
た
ち
に
大
き
な
誤
解
を
与

え
て
い
る
よ
う
で
す
。
現
在
、
臨
床
研
究
で
効
果
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
免
疫
療
法
は
、
が
ん
細
胞
が
免
疫
に
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
る
仕
組
み
に
働
き
か
け
る「
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

阻
害
薬
」な
ど
一
部
の
薬
だ
け
で
す
。

―
―
―
で
は
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
の
治
療
法
な
ん
で
す
ね
。

柴
田

　
こ
れ
ま
で
免
疫
療
法
は
治
療
効
果
が
認
め
ら
れ
る
が

ん
の
種
類
が
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
多
く
の
が
ん

で
効
果
が
証
明
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
少

数
な
が
ら
強
い
副
作
用
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
し
、

治
療
費
も
非
常
に
高
額
で
す
。
一
般
的
な
治
療
法
と
し
て
は

こ
れ
か
ら
で
す
が
、
日
本
で
も
す
で
に
肺
が
ん
や
胃
が
ん
な

ど
で
承
認
さ
れ
て
い
ま
す（
使
用
は
化
学
療
法
の
効
果
が
十

分
で
な
か
っ
た
場
合
の
み
）。
こ
れ
か
ら
研
究
が
進
め
ば
、
が

ん
治
療
の
幅
を
大
き
く
広
げ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

02
がんの

化学療法

柴
田
昌
彦
先
生
（
消
化
器
が
ん
の
化
学
療
法
・
免
疫
療
法
）

　　 専門医・指導医とは？

　　 各診療科や分野において高度

な知識、技量、治療実績を有する

スペシャリストとして学会から認め

られた医師を「専門医」といいま

す。さらに、認定医・専門医などを

指導する立場にあると認められた

医師を「指導医」といいます。医師

の質に徹底してこだわる小豆畑病

院は、各分野の専門医、指導医の

なかでもとりわけ優れた実績を有す

る医師たちが、患者様の診療に誠

心誠意あたっていく体制を整えてい

ます。

専門医、指導医など
外科認定医・専門医・指導医
消化器外科認定医
消化器がん外科治療専門医
日本臨床外科学会評議員
日本癌病態治療研究会理事
癌免疫外科研究会理事Allium porrum

Flora von Deutschland
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受
け
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

―
―
―
と
こ
ろ
で
、
消
化
器
が
ん
の
疑
い
を
検
査
す
る
場
合
、
現

在
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

富
田

　代
表
的
な
検
査
法
と
し
て
は
、「
便
潜
血
反
応
検
査
」

「
Ｘ
線
検
査
」「
内
視
鏡
検
査
」「
腹
部
超
音
波
検
査
」「
腹
部

C
T
検
査
」
な
ど
で
す
。
対
象
と
な
る
臓
器
ご
と
に
最
適
な

方
法
が
用
い
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
内
視
鏡
検
査

が
困
難
だ
っ
た
小
腸
に
対
し
て
は
、
小
型
カ
メ

国
際
的
に
見
て
も
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
者
が
多
い
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
加
齢
と
と
も
に
感
染
率
が
上
が

り
、
四
〇
歳
代
で
70
％
、
六
〇
歳
代
で
は
じ
つ
に
80
％
も
の

人
が
ピ
ロ
リ
菌
感
染
者
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

―
―
―
検
査
と
除
菌
の

方
法
は
？

富
田

　感
染
の
有
無
は

内
視
鏡
検
査
や
尿
素
呼

気
検
査（
吐
い
た
息
を

検
査
す
る
方
法
）
な
ど

で
簡
単
に
調
べ
ら
れ
ま

す
。
そ
の
結
果
、
感
染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
抗
生
物
質
な

ど
の
内
服
薬（
除
菌
薬
）
を
用
い
れ
ば
約
80
％
の
人
が
一
週

間
ほ
ど
で
除
菌
で
き
ま
す
。

―
―
―
胃
が
ん
の
予
防
と
い
う
意
味
で
は
、
ピ
ロ
リ
菌
の
有
無
は

早
め
に
確
認
し
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
で
す
ね
。

富
田

　え
え
。
感
染
率
が
高
い
四
〇
歳
以
上
の
人
は
、
特
に
胃

の
不
調
を
感
じ
な
く
て
も
必
ず
一
度
は
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
を

病
院
は
病
気
に
な
ら
な
い
た
め
に
行
く
と
こ
ろ

―
―
―
ひ
と
く
ち
に「
消
化
器
が
ん
」
と
い
っ
て
も
消
化
器
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
消
化
器
が
ん
全
体
と
し
て
見

れ
ば
、
そ
こ
に
何
か
共
通
す
る
特
徴
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

富
田

　胃が
ん
や
大
腸
が
ん
に
代
表
さ
れ
る
消
化
器
が
ん
は
、

い
ず
れ
も
初
期
段
階
で
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
よ
っ
て
、
胃
部
不
快
感
や
排
便
異
常
な
ど
の
症
状
に
気

づ
く
こ
ろ
に
は
、
が
ん
が
あ
る
程
度
大
き
く
な
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
つ
ま
り
、
患
者
さ
ん
本
人
が
早

期
に
発
見
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
難
し
い
も
の
で
す
。

―
―
―
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
？

富
田

　消化
器
が
ん
の
早
期
発
見
に
は
、
健
康
診
断
や
定
期

検
診
を
欠
か
さ
な
い
こ
と
で
す
。

―
―
―
健
康
診
断
は
多
く
の
人
が
年
に
１
回
程
度
は
受
け
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
く
ら
い
の
頻
度
で
も
大
丈
夫
な
の
で

し
ょ
う
か
？

富
田

　最低
で
も
１
年
に
１
回
は
必
ず
受
け
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
ま
た
、
勘
違
い
さ
れ
や
す
い
の
で
す
が
、
検

診
と
は
職
場
や
自
治
体
の
定
期
健
診
だ
け
を
指
す

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
自
分
で
体
調

に
異
変
を
感
じ
た
と
き
、
身
体
に
違
和
感
が
あ
る

と
き
は
、
病
院
に
行
っ
て
医
師
に「
気
に
な
る
の
で

調
べ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？
」と
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

医
師
が
必
要
と
判
断
し
た
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
病
院
は
病
気
に
な
っ
た
と
き
だ
け
行
く
と
こ
ろ
で
は
な

く
、
病
気
に
な
ら
な
い
た
め
に
行
く
場
所
で
も
あ
る
と
い
う

認
識
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
―
と
は
い
え
、「
病
院
に
行
く
」と
い
う
の
は
精
神
的
に
も
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
も
な
か
な
か
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
も
の
で
す
。

富
田

　そう
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
お
住
ま
い
の
近

く
に
気
軽
に
通
え
る
か
か
り
つ
け
の
病
院
を
決
め
て
お
く
と

い
い
ん
で
す
。

―
―
―
い
わ
ゆ
る「
か
か
り
つ
け
医
」と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
ね
。

富
田

　ええ
。
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
こ
と
は
、
が
ん
の
早
期

発
見
と
い
う
面
で
も
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
私
に
も
長

年
診
察
し
て
い
る
患
者
さ
ん
が
い
ま
す
が
、
い
つ
も
診
て
い

る
患
者
さ
ん
は
診
察
時
に
顔
色
や
歩
き
方
、
目
の
輝
き
な
ど

を
見
た
だ
け
で
、
パ
ッ
と
体
調
の
変
化
が
感
じ
取
れ
る
も
の

で
す
。
そ
れ
を「
医
師
の
カ
ン
」と
言
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま

で
で
す
が
、「
今
日
は
前
回
に
比
べ
て
元
気
が
な
い
よ
う
だ

な
」
と
思
っ
て
検
査
し
た
結
果
、
が
ん
な
ど
の
異
変
が
見
つ

か
っ
た
ケ
ー
ス
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
検
査
用
の
医
療
機

器
は
日
々
進
歩
し
て
い
ま
す
が
、
同
時
に「
医
師
の
目
」も
病

気
を
発
見
す
る
優
れ
た〝
機
能
〞を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

ピ
ロ
リ
菌
は
必
ず
除
菌
し
て
お
き
た
い

―
―
―
消
化
器
が
ん
に
は
何
か
予
防
法
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
？

富
田

　消化
器
は
食
べ
物
の
消
化
や
吸
収
を
担
う
臓
器
で
す

か
ら
、
い
ず
れ
の
消
化
器
が
ん
も
そ
の
原
因
に
摂
取
す
る
食

べ
物
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
消
化
器
が
ん

予
防
の
基
本
は
食
生
活
の
改
善
と
い
え
ま
す
。
お
す
す
め
は

「
塩
分
控
え
め
の
和
食
」で
す
ね
。

―
―
―
臓
器
別
に
見
て
い
く
と
、
予
防
法
に
も
違
い
が
あ
り
ま
す

か
？

富
田

　日本
人
は
胃
が
ん
に
な
る
人
が
多
い
の
で
す
が
、
い

ま
申
し
上
げ
た「
塩
分
を
控
え
る
こ
と
」
は
胃
が
ん
の
予
防

に
有
効
で
す
。
大
腸
が
ん
の
場
合
は
、
脂
肪
分
を
控
え
て
食

物
繊
維
を
積
極
的
に
摂
る
こ
と
。
つ
ま
り
、
肥
満
の
防
止
が

大
切
に
な
り
ま
す
。

―
―
―
胃
が
ん
の
予
防
法
と
し
て
、
最
近
は
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
も

指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

富
田

　お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
。
胃
が
ん
の
最
も
有
効
な
予
防

法
に
、
胃
の
中
の
ピ
ロ
リ
菌（
正
式
名
称
：
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー

ピ
ロ
リ
菌
）
の
除
去
が
あ
り
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌
と
は
胃
の
中

に
生
息
し
て
い
る
病
原
菌
で
、
胃
が
ん
の
原
因
と
な
る
慢
性

胃
炎
を
引
き
起
こ
し
、
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
を
約
３
倍
に
増
大

さ
せ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す﹇
図
﹈。
日
本
人
は

聞き手：相山華子（ライター）　写真：西山輝彦

顔
を
見
た
瞬
間
、

「
あ
っ
、
が
ん
か
も
？
」
と

直
感
し
た
患
者
さ
ん
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

消化器がんの早期発見 201709

消化器がんの早期発見に
定期的な健診は欠かせない

早期胃がん治療後に
新しい胃がんが発生した人の推移（3年間）
出典：Fukase K, et al:
Lancet vol.372,page392-7,2008
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除菌しなかった場合：4.1％／年
除菌できた場合：1.4％／年

観察期間（年）
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富田凉一
t o m i t a  r yo i c h i

専門
外科、消化器外科、がん治療
1985年9月日本大学大学院医学研究科（外科学1）を修了後、社会保
険横浜中央病院外科部長、日本大学医学部助教授（准教授）を経て、
1999年4月日本歯科大学外科学講座主任教授（日本歯科大学大学院外
科学担当）、日本大学医学部外科系小児・乳腺内分泌外科学分野客員
教授に就任。
現在は、主に小児外科、乳腺内分泌外科、一般外科、消化器外科を中
心に診療を行っている。そして、消化器機能に関する研究成果から
個々の患者さんに適した術後の生活を考慮した術式の選択をしている。
これまでの手術症例数は6,000件以上にのぼる。
これまでのシンポジウム、講演などの特別演題の発表は233題（国際学
会27題を含む）。一般演題は1,092題（国際学会139題を含む）。また、
発表論文数は640編（英文194編を含む）で、著書は47編（英文4編を
含む）を数える。消化器学会などでの受賞歴多数。

青燈会小豆畑病院は、1980年の設立以来「医療は人な

り」をモットーに一貫して質の高い人材・体制で地域の医

療に貢献してまいりました。

豊富な実績を誇る「専門医」「指導医」を中心とした高

度な診療体制は、多くの皆様から厚い信頼と高いご評

価をいただいております。消化器外科、脳神経外科、循

環器科など各科の指導的立場にある「専門医のなかの

専門医」が常に最新の知見を取り入れ、質の高い診療を

提供しています。

医療は人なり、を
これからも。

小豆畑病院の専門医
杉田京一 sugita kyoichi  ------------------脳神経外科

山田健史 yamada takeshi ----------------循環器科

小豆畑丈夫 azuhata takeo  -------------外科、消化器外科、消化器内科、

 ピロリ菌除菌、プライマリーケア、

 救急科、がん治療

富田凉一 tomita ryoichi  ------------------外科、消化器外科、がん治療

櫻井淳 sakurai atsushi  ---------------------救急科、麻酔科、集中治療科

丹正勝久 tanjo katsuhisa  ----------------外科、消化器外科、救急科、

 がん治療

柴田昌彦 shibata masahiko  --------------外科、がん治療

中村和裕 nakamura kazuhiro  -----------救急科

河野大輔 kawano daisuke  ---------------救急科、プライマリーケア

整形外科、泌尿器科の医師（共に非常勤）も専門医取得医です。

シ
リ
ー
ズ 

専
門
医
に
聞
く

早
期
発
見
に
必
要
な
の
は

こ
ま
め
な
健
診
、

そ
し
て「
医
師
の
目
」で
す
。

―
―
― 

食
道
・
胃
・
大
腸
と
い
っ
た
消
化
器
に
で
き
る
が
ん
は
悪

性
腫
瘍
に
よ
る
死
因
の
上
位
を
占
め
て
お
り
、
男
性
で
は
２
位
が

胃
が
ん
、
３
位
が
大
腸
が
ん
、
女
性
で
は
１
位
が
大
腸
が
ん
、
３

位
が
胃
が
ん
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
、
胃
が
ん
や
大

腸
が
ん
は
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
外
科
的
治
療
に
よ
り
切
除
し
て

治
す
こ
と
が
比
較
的
容
易
な
が
ん
で
も
あ
り
ま
す
。
今
回
は
胃
が

ん
と
大
腸
が
ん
を
中
心
に
、
手
術
症
例
数
六
〇
〇
〇
件
以
上
に
の

ぼ
る
富
田
凉
一
先
生
に
消
化
器
が
ん
の
早
期
発
見
・
治
療
に
つ
い

て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

専門医ステーション

青燈会 小豆畑病院
S e i t o k a i  A z u h a t a  H o s p i t a l

診療科目　内科／外科／整形外科／泌尿器科／皮膚科
循環器科／消化器内科／消化器外科／脳神経外科／肛門科
リハビリテーション科／放射線科／訪問診療科／救急・総合診療科

TEL 029-295-2611
FAX 029-295-5022
〒 310-0105 茨城県那珂市菅谷 605
http://www.azuhata-hosp.com/

ラ
内
蔵
の
カ
プ
セ
ル
を
飲
み
込
ん
で
小
腸
内
を
撮
影
し
て
検

査
す
る「
カ
プ
セ
ル
内
視
鏡
検
査
」も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

―
―
治
療
法
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

富
田

　一概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
主
な
治
療
法
と
し
て
は

「
内
視
鏡
治
療
」「
外
科
的
治
療
」「
化
学
療
法
」の
３
つ
に
な
り

ま
す
。
一
般
的
に
は
、
が
ん
が
進
行
す
れ
ば
外
科
的
治
療
も
で

き
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
事
態
を
防

ぐ
た
め
に
も
、
や
は
り
四
〇
歳
を
過
ぎ
た
ら
特
に
自
覚
症
状

が
な
く
て
も
年
に
１
回
の
健
診
は
必
ず
受
け
る
こ
と
で
す
。

―
―
―
そ
し
て
、
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
こ
と
で
す
ね
。

富
田

　そ
の
と
お
り
。
そ
し
て
、
食
生
活
の
改
善
と
体
重
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
心
が
け
る
こ
と
。
先
ほ
ど
も
申
し
ま
し
た
が
、

病
院
と
い
う
の
は
病
気
を
治
す
こ
と
だ
け
で
な
く
、
病
気
に

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
病
気
の
進
行
を
抑
え
る
こ
と

も
大
切
な
役
割
で
す
。
健
康
上
の
不
安
や
気
が
か
り
が
あ
る

と
き
は
、
躊
躇
せ
ず
病
院
で
診
察
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

01
消化器
がんの

早期発見

富
田
凉
一
先
生
（
外
科
・
消
化
器
外
科
・
が
ん
治
療
）

専門医・指導医とは？
各診療科や分野において高

度な知識、技量、治療実績

を有するスペシャリストとして学会

から認められた医師を「専門医」

といいます。さらに、認定医・専門

医などを指導する立場にあると認

められた医師を「指導医」といいま

す。医師の質に徹底してこだわる小

豆畑病院は、各分野の専門医、指

導医のなかでもとりわけ優れた実

績を有する医師たちが、患者様の

診療に誠心誠意あたっていく体制

を整えています。

インタビューの完全版は
ＷＥＢで公開しています

www.azuhata-doctor.com

シリーズ 専門医に聞く

専門医、指導医
外科専門医・指導医
消化器外科専門医・指導医
消化器がん外科治療認定医
大腸肛門病専門医・指導医
肝胆膵外科高度技術指導医
癌治療臨床試験登録医

がん治療認定医機構教育医
消化管認定医・暫定専門医・
　暫定指導医
直腸機能障害指定医（東京都）
小腸機能障害指定医（東京都）
医師臨床研修制度指導医

那珂警察署
なか健康センター

GS

マルトクショッピング
センター

カワチ

宮の池公園

自動車学校

上
菅
谷
駅

杉原

至
常
陸
太
田

至
常
陸
太
田

水
郡
線 349
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小豆畑病院

山田健史
ya m a d a  t a k e s h i

専門
循環器内科、内科

1997年日本大学医学部を卒業、2003年同大学院を修了後、
大学病院、相模原協同病院などで心不全、虚血性心疾患、
不整脈などの症例を数多く担当。心臓カテーテル検査（約
100～ 500例／年）、心臓電気生理学的検査（約50～150
例／年）、ペースメーカー移植術（約50～80例／年）なども
多数経験。臨床研究を学会（シンポジウム、国際学会含む）
にて発表、論文を作成。
小豆畑病院では不整脈・虚血性心疾患・心不全などの循環
器疾患、慢性閉塞性肺疾患、気管支喘息などの呼吸器疾
患、糖尿病・高血圧・脂質異常症・メタボリックシンドローム
などの疾患、生活習慣病の診療を担当する。

青燈会小豆畑病院は、1980年の設立以来「医療は人な

り」をモットーに一貫して質の高い人材・体制で地域の医

療に貢献してまいりました。

豊富な実績を誇る「専門医」「指導医」を中心とした高

度な診療体制は、多くの皆様から厚い信頼と高いご評

価をいただいております。消化器外科、脳神経外科、循

環器科など各科の指導的立場にある「専門医のなかの

専門医」が常に最新の知見を取り入れ、質の高い診療を

提供しています。

医療は人なり、を
これからも。

小豆畑病院の専門医
小豆畑丈夫 azuhata takeo  -------------外科、消化器外科、消化器内科、
 ピロリ菌除菌、プライマリーケア、

 救急科、がん治療

丹正勝久 tanjo katsuhisa  ----------------外科、消化器外科、救急科、
 がん治療

杉田京一 sugita kyoichi  ------------------脳神経外科

山田健史 yamada takeshi ----------------循環器内科

富田凉一 tomita ryoichi  ------------------外科、消化器外科、がん治療

柴田昌彦 shibata masahiko  --------------外科、がん治療

櫻井淳 sakurai atsushi  ---------------------救急科、麻酔科、集中治療科

河野大輔 kawano daisuke  ---------------救急科、プライマリーケア

小野間優介 onoma yusuke -------------総合診療科

中村和裕 nakamura kazuhiro  -----------救急科

整形外科、泌尿器科の医師（共に非常勤）も専門医です。

シ
リ
ー
ズ 

専
門
医
に
聞
く

生
活
習
慣
の
改
善
は
、

通
院
し
な
が
ら
行
う
の
が

お
す
す
め
で
す
。

―
―
― 

患
者
数
が
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
生
活
習

慣
病
。
そ
の
代
表
で
あ
る
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
な
ど

は
、
二
つ
以
上
を
併
発
し
て
い
る
患
者
さ
ん
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
他
の
深
刻
な
病
気
の
入
口
に
な
る
こ
と
も
生
活
習
慣

病
の
恐
ろ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　今
回
は
循
環
器
病
の
治
療
が
ご
専
門
の
山
田
健
史
先
生
に
、

「
心
臓
や
脳
な
ど
の
重
篤
な
病
気
に
つ
な
が
っ
て
い
く
生
活
習
慣

病
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
予
防
法
、
治
療
法
に
関
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

医療は人なり

青燈会 小豆畑病院
S e i t o k a i  A z u h a t a  H o s p i t a l

診療科目　内科／外科／整形外科／泌尿器科／皮膚科
循環器内科／消化器内科／消化器外科／脳神経外科／肛門外科
リハビリテーション科／放射線科／訪問診療科／救急・総合診療科

TEL 029-295-2611
FAX 029-295-5022
〒 310-0105 茨城県那珂市菅谷 605
http://www.azuhata-hosp.com/

善
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
病
状
の
悪
化
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は

不
可
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、
治
療
を
受

け
な
が
ら
病
気
と
共
生
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

―
―
―
病
気
と
の
共
生
で
す
か
。

山
田

　
え
え
。
で
す
か
ら
当
然
、
長
期
戦
に
な
り
ま
す
。
長
期

戦
を
闘
っ
て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
、
や
は
り
医
師
や
医
療
機

関
と
の
連
携
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
ね
。
理
想
は
、
生
活
習
慣
病

予
備
軍
の
う
ち
に
信
頼
で
き
る「
か
か
り
つ
け
医
」
を
見
つ

け
て
お
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

―
―
―
か
か
り
つ
け
医
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
は
あ
り
ま
す
か
？

山
田

　
長
期
間
の
お
付
き
合
い
に
な
る
の
で
、
自
分
に
と
っ

て
話
し
や
す
い
先
生
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
生

活
習
慣
病
の
合
併
症
は
脳
や
心
臓
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
て
、
命
に
か
か
わ
る
事
態
を
招
き
か
ね
な
い
重
篤
な
病
気

が
多
い
の
で
、
治
療
に
は
専
門
的
な
知
識
や
技
術
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、
専
門
医
を
紹
介
し
て
く
れ
る
医

師
や
病
院
を
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
選
ん
で
お
く
と
、
万
一

の
と
き
も
安
心
で
し
ょ
う
。

03
生
活
習
慣
病
と

合
併
症

山
田
健
史
先
生
（
循
環
器
内
科
・
内
科
）

　　 専門医・指導医とは？

　　 各診療科目で専門研修を受

け、患者さまに信頼される標準的な

医療を提供できると認められた医

師を「専門医」と呼びます。先端医

療に関する知識を有し、その適切

な情報提供が行えることも専門医

に求められる能力の一つです。ま

た、各学会において専門医を指導

する立場にあると認められた医師

を一般に「指導医」と呼びます。青

燈会小豆畑病院は専門医、指導医

を中心とした診療体制の構築に積

極的に取り組んでいます。

専門性に関する資格
循環器専門医（日本循環器学会認定）
認定内科医（日本内科学会認定）

Tulipa gesneriana

Pierre-Joseph Redoute

インタビューの完全版は
ＷＥＢで公開しています

www.azuhata-doctor.com

シリーズ 専門医に聞く

那珂警察署
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柴田昌彦
s h i b a t a  m a s a h i k o

専門
消化器がんの化学療法・免疫療法、外科

1981年日本大学医学部を卒業、85年同大学院を修了後、
30年以上にわたり一般外科および消化器がんの診療にた
ずさわる。日本大学第一外科および留学先の米国において
さまざまな手術をはじめとするがん治療とその研究に従事。
阿伎留医療センター消化器病センター長、福島県立医科大
学腫瘍生体治療学講座教授、埼玉医科大学国際医療セン
ター消化器腫瘍科教授などを歴任。2017年４月からは再
び福島県立医科大学において胃がん、大腸がんを主体とす
る消化器がんの抗がん剤治療やがん免疫療法の実務、研
究、開発に取り組む。
がん以外にも一般・消化器外科の診療を専門とする。

青燈会小豆畑病院は、1980年の設立以来「医療は人な

り」をモットーに一貫して質の高い人材・体制で地域の医

療に貢献してまいりました。

豊富な実績を誇る「専門医」「指導医」を中心とした高

度な診療体制は、多くの皆様から厚い信頼と高いご評

価をいただいております。消化器外科、脳神経外科、循

環器科など各科の指導的立場にある「専門医のなかの

専門医」が常に最新の知見を取り入れ、質の高い診療を

提供しています。

医療は人なり、を
これからも。

小豆畑病院の専門医
小豆畑丈夫 azuhata takeo  -------------外科、消化器外科、消化器内科、
 ピロリ菌除菌、プライマリーケア、

 救急科、がん治療

丹正勝久 tanjo katsuhisa  ----------------外科、消化器外科、救急科、
 がん治療

杉田京一 sugita kyoichi  ------------------脳神経外科

山田健史 yamada takeshi ----------------循環器科

富田凉一 tomita ryoichi  ------------------外科、消化器外科、がん治療

柴田昌彦 shibata masahiko  --------------外科、がん治療

櫻井淳 sakurai atsushi  ---------------------救急科、麻酔科、集中治療科

河野大輔 kawano daisuke  ---------------救急科、プライマリーケア

小野間優介 onoma yusuke -------------総合診療科

中村和裕 nakamura kazuhiro  -----------救急科

整形外科、泌尿器科の医師（共に非常勤）も専門医取得医です。

シ
リ
ー
ズ 

専
門
医
に
聞
く

い
ち
ば
ん
の
望
み
は
、

化
学
療
法
で
延
び
た
寿
命
を

有
効
に
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

―
―
― 

が
ん
の
治
療
法
に
は
主
に
、
手
術
（
外
科
治
療
）、
化
学

療
法
（
抗
が
ん
剤
治
療
）、
放
射
線
治
療
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。

な
か
で
も
化
学
療
法
は
、
近
年
の
目
覚
し
い
進
歩
に
よ
り
、
手
術

後
の
再
発
を
抑
制
し
た
り
、
が
ん
の
進
行
を
遅
ら
せ
た
り
す
る
効

果
が
飛
躍
的
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
が
ん
の
化
学
療
法
、
免
疫
療
法
に
詳
し
い
柴
田
昌
彦
先

生
に
、
が
ん
患
者
の
増
加
に
と
も
な
う
社
会
状
況
の
変
化
、
ま

た
、
化
学
療
法
と
免
疫
療
法
の
現
状
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い

ま
し
た
。

専門医ステーション

青燈会 小豆畑病院
S e i t o k a i  A z u h a t a  H o s p i t a l

診療科目　内科／外科／整形外科／泌尿器科／皮膚科
循環器科／消化器内科／消化器外科／脳神経外科／肛門科
リハビリテーション科／放射線科／訪問診療科／救急・総合診療科

TEL 029-295-2611
FAX 029-295-5022
〒 310-0105 茨城県那珂市菅谷 605
http://www.azuhata-hosp.com/

医
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
免

疫
力
を
高
め
る
」と
謳
わ
れ
た
栄
養
食
品
が
販
売
さ
れ
る
な

ど
民
間
療
法
的
な
免
疫
療
法
が
多
数
出
回
っ
て
い
る
た
め
、

免
疫
療
法
に
つ
い
て
は
一
般
の
人
た
ち
に
大
き
な
誤
解
を
与

え
て
い
る
よ
う
で
す
。
現
在
、
臨
床
研
究
で
効
果
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
免
疫
療
法
は
、
が
ん
細
胞
が
免
疫
に
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
る
仕
組
み
に
働
き
か
け
る「
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

阻
害
薬
」な
ど
一
部
の
薬
だ
け
で
す
。

―
―
―
で
は
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
の
治
療
法
な
ん
で
す
ね
。

柴
田

　
こ
れ
ま
で
免
疫
療
法
は
治
療
効
果
が
認
め
ら
れ
る
が

ん
の
種
類
が
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
多
く
の
が
ん

で
効
果
が
証
明
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
少

数
な
が
ら
強
い
副
作
用
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
し
、

治
療
費
も
非
常
に
高
額
で
す
。
一
般
的
な
治
療
法
と
し
て
は

こ
れ
か
ら
で
す
が
、
日
本
で
も
す
で
に
肺
が
ん
や
胃
が
ん
な

ど
で
承
認
さ
れ
て
い
ま
す（
使
用
は
化
学
療
法
の
効
果
が
十

分
で
な
か
っ
た
場
合
の
み
）。
こ
れ
か
ら
研
究
が
進
め
ば
、
が

ん
治
療
の
幅
を
大
き
く
広
げ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

02
がんの

化学療法

柴
田
昌
彦
先
生
（
消
化
器
が
ん
の
化
学
療
法
・
免
疫
療
法
）

　　 専門医・指導医とは？

　　 各診療科や分野において高度

な知識、技量、治療実績を有する

スペシャリストとして学会から認め

られた医師を「専門医」といいま

す。さらに、認定医・専門医などを

指導する立場にあると認められた

医師を「指導医」といいます。医師

の質に徹底してこだわる小豆畑病

院は、各分野の専門医、指導医の

なかでもとりわけ優れた実績を有す

る医師たちが、患者様の診療に誠

心誠意あたっていく体制を整えてい

ます。

専門医、指導医など
外科認定医・専門医・指導医
消化器外科認定医
消化器がん外科治療専門医
日本臨床外科学会評議員
日本癌病態治療研究会理事
癌免疫外科研究会理事Allium porrum

Flora von Deutschland
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小豆畑病院

受
け
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

―
―
―
と
こ
ろ
で
、
消
化
器
が
ん
の
疑
い
を
検
査
す
る
場
合
、
現

在
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

富
田

　代
表
的
な
検
査
法
と
し
て
は
、「
便
潜
血
反
応
検
査
」

「
Ｘ
線
検
査
」「
内
視
鏡
検
査
」「
腹
部
超
音
波
検
査
」「
腹
部

C
T
検
査
」
な
ど
で
す
。
対
象
と
な
る
臓
器
ご
と
に
最
適
な

方
法
が
用
い
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
内
視
鏡
検
査

が
困
難
だ
っ
た
小
腸
に
対
し
て
は
、
小
型
カ
メ

国
際
的
に
見
て
も
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
者
が
多
い
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
加
齢
と
と
も
に
感
染
率
が
上
が

り
、
四
〇
歳
代
で
70
％
、
六
〇
歳
代
で
は
じ
つ
に
80
％
も
の

人
が
ピ
ロ
リ
菌
感
染
者
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

―
―
―
検
査
と
除
菌
の

方
法
は
？

富
田

　感
染
の
有
無
は

内
視
鏡
検
査
や
尿
素
呼

気
検
査（
吐
い
た
息
を

検
査
す
る
方
法
）
な
ど

で
簡
単
に
調
べ
ら
れ
ま

す
。
そ
の
結
果
、
感
染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
抗
生
物
質
な

ど
の
内
服
薬（
除
菌
薬
）
を
用
い
れ
ば
約
80
％
の
人
が
一
週

間
ほ
ど
で
除
菌
で
き
ま
す
。

―
―
―
胃
が
ん
の
予
防
と
い
う
意
味
で
は
、
ピ
ロ
リ
菌
の
有
無
は

早
め
に
確
認
し
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
で
す
ね
。

富
田

　え
え
。
感
染
率
が
高
い
四
〇
歳
以
上
の
人
は
、
特
に
胃

の
不
調
を
感
じ
な
く
て
も
必
ず
一
度
は
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
を

病
院
は
病
気
に
な
ら
な
い
た
め
に
行
く
と
こ
ろ

―
―
―
ひ
と
く
ち
に「
消
化
器
が
ん
」
と
い
っ
て
も
消
化
器
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
消
化
器
が
ん
全
体
と
し
て
見

れ
ば
、
そ
こ
に
何
か
共
通
す
る
特
徴
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

富
田

　胃
が
ん
や
大
腸
が
ん
に
代
表
さ
れ
る
消
化
器
が
ん
は
、

い
ず
れ
も
初
期
段
階
で
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
よ
っ
て
、
胃
部
不
快
感
や
排
便
異
常
な
ど
の
症
状
に
気

づ
く
こ
ろ
に
は
、
が
ん
が
あ
る
程
度
大
き
く
な
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
つ
ま
り
、
患
者
さ
ん
本
人
が
早

期
に
発
見
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
難
し
い
も
の
で
す
。

―
―
―
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
？

富
田

　消
化
器
が
ん
の
早
期
発
見
に
は
、
健
康
診
断
や
定
期

検
診
を
欠
か
さ
な
い
こ
と
で
す
。

―
―
―
健
康
診
断
は
多
く
の
人
が
年
に
１
回
程
度
は
受
け
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
く
ら
い
の
頻
度
で
も
大
丈
夫
な
の
で

し
ょ
う
か
？

富
田

　最低
で
も
１
年
に
１
回
は
必
ず
受
け
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
ま
た
、
勘
違
い
さ
れ
や
す
い
の
で
す
が
、
検

診
と
は
職
場
や
自
治
体
の
定
期
健
診
だ
け
を
指
す

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
自
分
で
体
調

に
異
変
を
感
じ
た
と
き
、
身
体
に
違
和
感
が
あ
る

と
き
は
、
病
院
に
行
っ
て
医
師
に「
気
に
な
る
の
で

調
べ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？
」と
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

医
師
が
必
要
と
判
断
し
た
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
病
院
は
病
気
に
な
っ
た
と
き
だ
け
行
く
と
こ
ろ
で
は
な

く
、
病
気
に
な
ら
な
い
た
め
に
行
く
場
所
で
も
あ
る
と
い
う

認
識
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
―
と
は
い
え
、「
病
院
に
行
く
」と
い
う
の
は
精
神
的
に
も
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
も
な
か
な
か
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
も
の
で
す
。

富
田

　そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
お
住
ま
い
の
近

く
に
気
軽
に
通
え
る
か
か
り
つ
け
の
病
院
を
決
め
て
お
く
と

い
い
ん
で
す
。

―
―
―
い
わ
ゆ
る「
か
か
り
つ
け
医
」と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
ね
。

富
田

　え
え
。
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
こ
と
は
、
が
ん
の
早
期

発
見
と
い
う
面
で
も
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
私
に
も
長

年
診
察
し
て
い
る
患
者
さ
ん
が
い
ま
す
が
、
い
つ
も
診
て
い

る
患
者
さ
ん
は
診
察
時
に
顔
色
や
歩
き
方
、
目
の
輝
き
な
ど

を
見
た
だ
け
で
、
パ
ッ
と
体
調
の
変
化
が
感
じ
取
れ
る
も
の

で
す
。
そ
れ
を「
医
師
の
カ
ン
」と
言
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま

で
で
す
が
、「
今
日
は
前
回
に
比
べ
て
元
気
が
な
い
よ
う
だ

な
」
と
思
っ
て
検
査
し
た
結
果
、
が
ん
な
ど
の
異
変
が
見
つ

か
っ
た
ケ
ー
ス
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
検
査
用
の
医
療
機

器
は
日
々
進
歩
し
て
い
ま
す
が
、
同
時
に「
医
師
の
目
」も
病

気
を
発
見
す
る
優
れ
た〝
機
能
〞を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

ピ
ロ
リ
菌
は
必
ず
除
菌
し
て
お
き
た
い

―
―
―
消
化
器
が
ん
に
は
何
か
予
防
法
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
？

富
田

　消
化
器
は
食
べ
物
の
消
化
や
吸
収
を
担
う
臓
器
で
す

か
ら
、
い
ず
れ
の
消
化
器
が
ん
も
そ
の
原
因
に
摂
取
す
る
食

べ
物
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
消
化
器
が
ん

予
防
の
基
本
は
食
生
活
の
改
善
と
い
え
ま
す
。
お
す
す
め
は

「
塩
分
控
え
め
の
和
食
」で
す
ね
。

―
―
―
臓
器
別
に
見
て
い
く
と
、
予
防
法
に
も
違
い
が
あ
り
ま
す

か
？

富
田

　日
本
人
は
胃
が
ん
に
な
る
人
が
多
い
の
で
す
が
、
い

ま
申
し
上
げ
た「
塩
分
を
控
え
る
こ
と
」
は
胃
が
ん
の
予
防

に
有
効
で
す
。
大
腸
が
ん
の
場
合
は
、
脂
肪
分
を
控
え
て
食

物
繊
維
を
積
極
的
に
摂
る
こ
と
。
つ
ま
り
、
肥
満
の
防
止
が

大
切
に
な
り
ま
す
。

―
―
―
胃
が
ん
の
予
防
法
と
し
て
、
最
近
は
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
も

指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

富
田

　お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
。
胃
が
ん
の
最
も
有
効
な
予
防

法
に
、
胃
の
中
の
ピ
ロ
リ
菌（
正
式
名
称
：
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー

ピ
ロ
リ
菌
）
の
除
去
が
あ
り
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌
と
は
胃
の
中

に
生
息
し
て
い
る
病
原
菌
で
、
胃
が
ん
の
原
因
と
な
る
慢
性

胃
炎
を
引
き
起
こ
し
、
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
を
約
３
倍
に
増
大

さ
せ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す﹇
図
﹈。
日
本
人
は

聞き手：相山華子（ライター）　写真：西山輝彦

顔
を
見
た
瞬
間
、

「
あ
っ
、
が
ん
か
も
？
」
と

直
感
し
た
患
者
さ
ん
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

消化器がんの早期発見 201709

消化器がんの早期発見に
定期的な健診は欠かせない

早期胃がん治療後に
新しい胃がんが発生した人の推移（3年間）
出典：Fukase K, et al:
Lancet vol.372,page392-7,2008
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除菌しなかった場合：4.1％／年
除菌できた場合：1.4％／年
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富田凉一
t o m i t a  r yo i c h i

専門
外科、消化器外科、がん治療
1985年9月日本大学大学院医学研究科（外科学1）を修了後、社会保
険横浜中央病院外科部長、日本大学医学部助教授（准教授）を経て、
1999年4月日本歯科大学外科学講座主任教授（日本歯科大学大学院外
科学担当）、日本大学医学部外科系小児・乳腺内分泌外科学分野客員
教授に就任。
現在は、主に小児外科、乳腺内分泌外科、一般外科、消化器外科を中
心に診療を行っている。そして、消化器機能に関する研究成果から
個々の患者さんに適した術後の生活を考慮した術式の選択をしている。
これまでの手術症例数は6,000件以上にのぼる。
これまでのシンポジウム、講演などの特別演題の発表は233題（国際学
会27題を含む）。一般演題は1,092題（国際学会139題を含む）。また、
発表論文数は640編（英文194編を含む）で、著書は47編（英文4編を
含む）を数える。消化器学会などでの受賞歴多数。

青燈会小豆畑病院は、1980年の設立以来「医療は人な

り」をモットーに一貫して質の高い人材・体制で地域の医

療に貢献してまいりました。

豊富な実績を誇る「専門医」「指導医」を中心とした高

度な診療体制は、多くの皆様から厚い信頼と高いご評

価をいただいております。消化器外科、脳神経外科、循

環器科など各科の指導的立場にある「専門医のなかの

専門医」が常に最新の知見を取り入れ、質の高い診療を

提供しています。

医療は人なり、を
これからも。

小豆畑病院の専門医
杉田京一 sugita kyoichi  ------------------脳神経外科

山田健史 yamada takeshi ----------------循環器科

小豆畑丈夫 azuhata takeo  -------------外科、消化器外科、消化器内科、

 ピロリ菌除菌、プライマリーケア、

 救急科、がん治療

富田凉一 tomita ryoichi  ------------------外科、消化器外科、がん治療

櫻井淳 sakurai atsushi  ---------------------救急科、麻酔科、集中治療科

丹正勝久 tanjo katsuhisa  ----------------外科、消化器外科、救急科、

 がん治療

柴田昌彦 shibata masahiko  --------------外科、がん治療

中村和裕 nakamura kazuhiro  -----------救急科

河野大輔 kawano daisuke  ---------------救急科、プライマリーケア

整形外科、泌尿器科の医師（共に非常勤）も専門医取得医です。

シ
リ
ー
ズ 

専
門
医
に
聞
く

早
期
発
見
に
必
要
な
の
は

こ
ま
め
な
健
診
、

そ
し
て「
医
師
の
目
」で
す
。

―
―
― 

食
道
・
胃
・
大
腸
と
い
っ
た
消
化
器
に
で
き
る
が
ん
は
悪

性
腫
瘍
に
よ
る
死
因
の
上
位
を
占
め
て
お
り
、
男
性
で
は
２
位
が

胃
が
ん
、
３
位
が
大
腸
が
ん
、
女
性
で
は
１
位
が
大
腸
が
ん
、
３

位
が
胃
が
ん
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
、
胃
が
ん
や
大

腸
が
ん
は
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
外
科
的
治
療
に
よ
り
切
除
し
て

治
す
こ
と
が
比
較
的
容
易
な
が
ん
で
も
あ
り
ま
す
。
今
回
は
胃
が

ん
と
大
腸
が
ん
を
中
心
に
、
手
術
症
例
数
六
〇
〇
〇
件
以
上
に
の

ぼ
る
富
田
凉
一
先
生
に
消
化
器
が
ん
の
早
期
発
見
・
治
療
に
つ
い

て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

専門医ステーション

青燈会 小豆畑病院
S e i t o k a i  A z u h a t a  H o s p i t a l

診療科目　内科／外科／整形外科／泌尿器科／皮膚科
循環器科／消化器内科／消化器外科／脳神経外科／肛門科
リハビリテーション科／放射線科／訪問診療科／救急・総合診療科

TEL 029-295-2611
FAX 029-295-5022
〒 310-0105 茨城県那珂市菅谷 605
http://www.azuhata-hosp.com/

ラ
内
蔵
の
カ
プ
セ
ル
を
飲
み
込
ん
で
小
腸
内
を
撮
影
し
て
検

査
す
る「
カ
プ
セ
ル
内
視
鏡
検
査
」も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

―
―
治
療
法
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

富
田

　一概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
主
な
治
療
法
と
し
て
は

「
内
視
鏡
治
療
」「
外
科
的
治
療
」「
化
学
療
法
」の
３
つ
に
な
り

ま
す
。
一
般
的
に
は
、
が
ん
が
進
行
す
れ
ば
外
科
的
治
療
も
で

き
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
事
態
を
防

ぐ
た
め
に
も
、
や
は
り
四
〇
歳
を
過
ぎ
た
ら
特
に
自
覚
症
状

が
な
く
て
も
年
に
１
回
の
健
診
は
必
ず
受
け
る
こ
と
で
す
。

―
―
―
そ
し
て
、
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
こ
と
で
す
ね
。

富
田

　そ
の
と
お
り
。
そ
し
て
、
食
生
活
の
改
善
と
体
重
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
心
が
け
る
こ
と
。
先
ほ
ど
も
申
し
ま
し
た
が
、

病
院
と
い
う
の
は
病
気
を
治
す
こ
と
だ
け
で
な
く
、
病
気
に

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
病
気
の
進
行
を
抑
え
る
こ
と

も
大
切
な
役
割
で
す
。
健
康
上
の
不
安
や
気
が
か
り
が
あ
る

と
き
は
、
躊
躇
せ
ず
病
院
で
診
察
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

01
消化器
がんの

早期発見

富
田
凉
一
先
生
（
外
科
・
消
化
器
外
科
・
が
ん
治
療
）

専門医・指導医とは？
各診療科や分野において高

度な知識、技量、治療実績

を有するスペシャリストとして学会

から認められた医師を「専門医」

といいます。さらに、認定医・専門

医などを指導する立場にあると認

められた医師を「指導医」といいま

す。医師の質に徹底してこだわる小

豆畑病院は、各分野の専門医、指

導医のなかでもとりわけ優れた実

績を有する医師たちが、患者様の

診療に誠心誠意あたっていく体制

を整えています。

インタビューの完全版は
ＷＥＢで公開しています

www.azuhata-doctor.com

シリーズ 専門医に聞く

専門医、指導医
外科専門医・指導医
消化器外科専門医・指導医
消化器がん外科治療認定医
大腸肛門病専門医・指導医
肝胆膵外科高度技術指導医
癌治療臨床試験登録医

がん治療認定医機構教育医
消化管認定医・暫定専門医・
　暫定指導医
直腸機能障害指定医（東京都）
小腸機能障害指定医（東京都）
医師臨床研修制度指導医
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小豆畑病院

山田健史
ya m a d a  t a k e s h i

専門
循環器内科、内科

1997年日本大学医学部を卒業、2003年同大学院を修了後、
大学病院、相模原協同病院などで心不全、虚血性心疾患、
不整脈などの症例を数多く担当。心臓カテーテル検査（約
100～ 500例／年）、心臓電気生理学的検査（約50～150
例／年）、ペースメーカー移植術（約50～80例／年）なども
多数経験。臨床研究を学会（シンポジウム、国際学会含む）
にて発表、論文を作成。
小豆畑病院では不整脈・虚血性心疾患・心不全などの循環
器疾患、慢性閉塞性肺疾患、気管支喘息などの呼吸器疾
患、糖尿病・高血圧・脂質異常症・メタボリックシンドローム
などの疾患、生活習慣病の診療を担当する。

青燈会小豆畑病院は、1980年の設立以来「医療は人な

り」をモットーに一貫して質の高い人材・体制で地域の医

療に貢献してまいりました。

豊富な実績を誇る「専門医」「指導医」を中心とした高

度な診療体制は、多くの皆様から厚い信頼と高いご評

価をいただいております。消化器外科、脳神経外科、循

環器科など各科の指導的立場にある「専門医のなかの

専門医」が常に最新の知見を取り入れ、質の高い診療を

提供しています。

医療は人なり、を
これからも。

小豆畑病院の専門医
小豆畑丈夫 azuhata takeo  -------------外科、消化器外科、消化器内科、
 ピロリ菌除菌、プライマリーケア、

 救急科、がん治療

丹正勝久 tanjo katsuhisa  ----------------外科、消化器外科、救急科、
 がん治療

杉田京一 sugita kyoichi  ------------------脳神経外科

山田健史 yamada takeshi ----------------循環器内科

富田凉一 tomita ryoichi  ------------------外科、消化器外科、がん治療

柴田昌彦 shibata masahiko  --------------外科、がん治療

櫻井淳 sakurai atsushi  ---------------------救急科、麻酔科、集中治療科

河野大輔 kawano daisuke  ---------------救急科、プライマリーケア

小野間優介 onoma yusuke -------------総合診療科

中村和裕 nakamura kazuhiro  -----------救急科

整形外科、泌尿器科の医師（共に非常勤）も専門医です。

シ
リ
ー
ズ 

専
門
医
に
聞
く

生
活
習
慣
の
改
善
は
、

通
院
し
な
が
ら
行
う
の
が

お
す
す
め
で
す
。

―
―
― 

患
者
数
が
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
生
活
習

慣
病
。
そ
の
代
表
で
あ
る
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
な
ど

は
、
二
つ
以
上
を
併
発
し
て
い
る
患
者
さ
ん
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
他
の
深
刻
な
病
気
の
入
口
に
な
る
こ
と
も
生
活
習
慣

病
の
恐
ろ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　今
回
は
循
環
器
病
の
治
療
が
ご
専
門
の
山
田
健
史
先
生
に
、

「
心
臓
や
脳
な
ど
の
重
篤
な
病
気
に
つ
な
が
っ
て
い
く
生
活
習
慣

病
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
予
防
法
、
治
療
法
に
関
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

医療は人なり

青燈会 小豆畑病院
S e i t o k a i  A z u h a t a  H o s p i t a l

診療科目　内科／外科／整形外科／泌尿器科／皮膚科
循環器内科／消化器内科／消化器外科／脳神経外科／肛門外科
リハビリテーション科／放射線科／訪問診療科／救急・総合診療科

TEL 029-295-2611
FAX 029-295-5022
〒 310-0105 茨城県那珂市菅谷 605
http://www.azuhata-hosp.com/

善
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
病
状
の
悪
化
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は

不
可
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、
治
療
を
受

け
な
が
ら
病
気
と
共
生
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

―
―
―
病
気
と
の
共
生
で
す
か
。

山
田

　
え
え
。
で
す
か
ら
当
然
、
長
期
戦
に
な
り
ま
す
。
長
期

戦
を
闘
っ
て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
、
や
は
り
医
師
や
医
療
機

関
と
の
連
携
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
ね
。
理
想
は
、
生
活
習
慣
病

予
備
軍
の
う
ち
に
信
頼
で
き
る「
か
か
り
つ
け
医
」
を
見
つ

け
て
お
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

―
―
―
か
か
り
つ
け
医
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
は
あ
り
ま
す
か
？

山
田

　
長
期
間
の
お
付
き
合
い
に
な
る
の
で
、
自
分
に
と
っ

て
話
し
や
す
い
先
生
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
生

活
習
慣
病
の
合
併
症
は
脳
や
心
臓
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
て
、
命
に
か
か
わ
る
事
態
を
招
き
か
ね
な
い
重
篤
な
病
気

が
多
い
の
で
、
治
療
に
は
専
門
的
な
知
識
や
技
術
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、
専
門
医
を
紹
介
し
て
く
れ
る
医

師
や
病
院
を
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
選
ん
で
お
く
と
、
万
一

の
と
き
も
安
心
で
し
ょ
う
。

03
生
活
習
慣
病
と

合
併
症

山
田
健
史
先
生
（
循
環
器
内
科
・
内
科
）

　　 専門医・指導医とは？

　　 各診療科目で専門研修を受

け、患者さまに信頼される標準的な

医療を提供できると認められた医

師を「専門医」と呼びます。先端医

療に関する知識を有し、その適切

な情報提供が行えることも専門医

に求められる能力の一つです。ま

た、各学会において専門医を指導

する立場にあると認められた医師

を一般に「指導医」と呼びます。青

燈会小豆畑病院は専門医、指導医

を中心とした診療体制の構築に積

極的に取り組んでいます。

専門性に関する資格
循環器専門医（日本循環器学会認定）
認定内科医（日本内科学会認定）

Tulipa gesneriana

Pierre-Joseph Redoute

インタビューの完全版は
ＷＥＢで公開しています

www.azuhata-doctor.com

シリーズ 専門医に聞く
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